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液体ヘリウムjfの中の吹き流 し渦輪
(12月2ユ日受理上ヶ
水 原 律 子 (都立大)
ノ前論文に残された問題の うち､~い くつかを解決する｡まず二次元で取扱える
条件を､吹 き流 し潟東 とソレノイドコイルとのアナロジ-､で求め､ その条件を-
みたすデータか ら､渦鶴の半径を求める,3滴轟tT_)変形に当って､その半径は変
化 しないと仮定されているか ら､生成 したばか_tjの滴翰-も同 じ半径をもつとみ
なせるO 変形のない渦輪の速まの計算には､ 三次元の計算が適当だから,三次
元で求めると､前論文で仮定射 した生成当時の速鑑5･'/mli/Se,lj_の数倍の値にな
る｡(前論文でこの値を仮定 し-同 じ程度の半径 吊が縛 られたのは､ 変形 しない
渦輪を二次元で渦対として計算 したか らで嘩然か 一致で塾を,).また滑飴の生成
があヱ㌦ それが荷電粒子に束縛されている状態でのレイノルズ数は 1rtli程度 で
あるから､- リウム流体の動粘性係数 を求めることができる0滴翰 -荷電粒子
系が安定な条件は レイノルズ数が 40- 5(/t以下であるO 吹き流 し渦輪の変形
につれて､t系のレイノルズ数の変動を調べ系は安定であること一がわかるO
･前論文でi 二次一元の計算で求めた吹 き流 し渦論L/D速度は
ワニ意 〔方-201〕 出
であった一軒 この式は Aが吹 き流 しの半径勘 ニ(らべて十分大 きいとき､.または
･=ネルギーeが十分大きいときには 81- 由n-L祭 が省略できる′ので
(2)
となるo これは∴長い ソレ')イドコイルの電流智慶か 'nI の時の､コイル､上 の
磁場の強さH-与 nI に対応する｡ 故にAが寸 分大 き巌 きには､二次元の新
一375-
液体- リウム ⅠⅠ
算でもよいことがわかる｡ ここで､A- (8-Eo)/近, 近-如 Rr, foは渦飴の
生成エネルギーで､ Eが大きい ときには､実験データか ら､eoは無視 して も
よい ことがわかる0 日よ表面張力係数 0.22×102ev/cm2｡ したがって､エ
ネルギーの大 きいところで､(2)式は
U二二 K47rRγ
26 (3)
と書 きかえ られるO コ〕eif達の実験 data,35eV ojとき0)10CLTl/SeC を使っ
て､ 吹 き流 し渦輪の半径 壬1を求めると
n二= 26U
47rKγ = 2 5X l(了8 (cm ) (4)
となる｡
モデルの仮定に よって､半径は変化 しないので､生成直後の変形 していな.Jl
渦輪 も同 じ半径をもっているとみなす｡しか し､ 変形 しない渦輪が必要なので
生成時の渦翰の速慶は
U-意 IL距 菩 ri-]≡ 19 (m/See)
となる'b2)ただ し､ a=0.5×10-8cm④｡この速度は前論文で引′剛 ノた私 すな
わち､翫 ang達が CaTeTiの実験 data か ら予想 した生成時の`速度 5.2汀レ勺ec
よbiJ_I/-Lり大き(､む しろ､Meyerの実験 data 30m/SeC に近Ivl'Pまた､
･3aTFjT.i達のd･at,aの極大の速度に近いtP
渦鴇が生成され､系が安定である条件は､ レイノルズ数 LR=ユ虹 が約 10i･
であることか ら- リウム流体の動粘性係数 リが求められるO 速度U-19in/See,
長さ Cは荷電粒子O-)直径で滴飴の直径の2倍位 と仮定すれば 10(JXIO.8(三m,
動粘性係数 yは
y=1.9×10~4 (cm2/sec).
この値は､Onsagerに よって指摘された町屯 に大きさの程度であ?ている｡
また､1LIK近傍での実験 daもaにもよ(あ う｡
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液体- リウム三三
レイノルズ数の変動は ､ このモデルでは Cは-定で､Uだけが減少するので
レイノルズ数は減少 し､層流は安産になる｡
Cとして長さAをとっても､Aが十分長いところでは el は無視できるので
レイノルズ数は
K
Lj2- -2.5
2リ
程度の極値をもち､層流は安定に保たれるとみなせる｡
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